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　La atenuación del japonés ―un ensayo pragmalingüístico― は本文が 3 章で構成されてい
る。それに注意書き）と序文，および結びと参考文献表と簡単な日本語の語彙集を加えた。本
体の 3 章は以下のような構成になっている。




第 2 章　日本とは？（¿Cómo es Japón?）
　2.．現代の日本の様相（La fisonomía actual de Japón）
　2.2．日本の略史（Breve historia de Japón）
　2.3．日本社会の 4 種類の局面（Cuatro aspectos de la sociedad japonesa）
第 3 章　日本語の和らげ表現（La atenuación japonesa）
　3.．3 種類の社会文化的特徴（Tres particularidades socioculturales）
　3.2．和らげ表現と日本語の 3 種類の特質（La atenuación y tres cualidades del japonés）
　3.3．日本語の和らげ表現手段（Atenuantes del japonés）
1.1．第 1章「言語の和らげ表現」について






和らげ表現の基本を略述した。今回はそれに Claudia Caffi の理論を追加して活用することにし




の示小辞（縮小辞），副詞の más o menos「多少，多かれ少なかれ」や un poco「少し，ちょっ
と」，前置詞の como「～ほど」などがある。
B. Rodeo（遠回し型）：発話者が発話行為に関する主役としての姿勢を弱めるタイプの表現
手段である。Digo ~「（動詞時制の直説法現在）私は～と言う」の代わりに Yo diría ~「（直説
法過去未来）私なら～と言うだろう」，Calculo que ~「私は～と計算する」の代わりに Según 
mi cálculo ~「私の計算によれば～」，Es bueno ~「～はよい」の代わりに Me parece / Creo 































































































主格の代名詞では，英語の I にスペイン語の yo が対応し，二人称単数主格の代名詞では英語
の you にスペイン語の親称の tú と尊称の usted が対応するが，このような対応の仕方をする


















































































































































































































































































































































































かわらず，たとえば第 8 章の「《依頼》における配慮表現」ではフェイスという B&L の説明
原理を使っているし（200: 45），第  章の「配慮表現としての副詞」ではいくつかの副詞の
配慮表現としての用法がリーチの気配りの原則や一致の原則によって説明することができると









































それらは （a） イエス，ノーをはっきり言わない，（b） 断定した表現を避ける，（c） 言いにくい
ことを相手に伝える（遠回しの表現），（d） 政治的状況における玉虫色，である。筆者の和ら













ぼかしことばという表現は，文化庁の「国語に関する世論調査」（平成 2 年  月調査）に「ぼ
かす言い方」という項目があったことで新聞でも目にするようになった。たとえば朝日新聞は，
2000 年の 5 月 25 日（朝刊）に，「ぼかし言葉　十代の半数が使う」という見出しで，この世














































































































択される表現手段に共通する，ひとつの意味的特徴にすぎない。たとえば off record のスト
ラテジーを実現する方策のひとつの understatement（控えめ表現）や on record の positive 





















るよう記述した。具体的には，ローマ字の h, j, w, y, ge, gi をそれぞれ j, y, u, i, gue, gui にした。たと











































































）山岡など（200: 68）の注  と注 2 には，Leech が使っている術語について，自分たちが池上・河上
（987）の訳語を変更して使用する旨の断りがある。筆者はかつて池上・河上の翻訳を読んで Leech
の理論がわからなくなった経験がある。Leech の Tact Maxim が翻訳では「気配りの原則」になって
いる。この tact という英語と「気配り」とが結びつかなかったからである。英語の tact は英和辞書
ではよく「機転，如才なさ」などと訳されている。Leech が使っている tact ということばの語義は，
Little の辞書の見出し語 tact の 2 番目の語義，すなわち Ready and delicate sense of what is fitting 
and proper in dealing with others, so as to avoid giving offence or to win good will; the faculty of 
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